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１ ライフスタイル変革のための「未来の暮らし創造塾」

• ライフスタイルデザインの取組みを、市民、企業とともに行うため、初年度は庁内の勉強会をスタートする。

• 庁内有志によるライフスタイルデザインの取組みを１年間かけて行い、次年度は勉強会のメンバーを中心に

したプロジェクトチームを組成し、市民、企業とともに、秋田らしいライフスタイル変革をプロジェクトとして実

現していく。

• 勉強会の名称は 「未来の暮らし創造塾」 と名付ける。

市民を巻き込んだ
議論

2015（H27）年度

ライフスタイル変革への取組み
庁内勉強会
（ライフスタイル
デザイン）

ライフスタイルの
プロジェクト化

2016（H28）年度

プロジェクトの実施
（実証レベル）

2017（H29）年度

事業の継続
（民間事業として定着）

2018（H30）年度

庁内のプロジェクト
チーム組成

シェアキッチンの取組み

企業と連携した
取組み

市民活動・ビジネス
として継続

試行的実施
（2回程度）

市民、事業者を
巻き込んだ取組み

課題の整理 継続に向けた体制構築

プロジェクト

パイロットプロジェクト
として定着

観光等の要素の付加

低炭素モビリティの取組み
関係団体、事業者

との調整
市民・観光客の自転車
利用促進策検討

パークレットとの連携 パークレットの普及

ライフスタイル変革
としての取組み

プロジェクト
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２ ライフスタイルデザインとは

４．壁を越える
方法を探す

３．このままいくと発生するだろう
問題を見つける

１．環境制約条件 －地球1個分－
２．将来の社会状況

邪魔する壁

バックキャスティング

５．心豊かな
ライフスタイルを描く

現在 将来

• 環境制約条件と将来の社会状況をもとに、将来実現したい心豊かなライフスタイルをシーンとして描く。

• ただし、現在の単純な延長では、心豊かなライフスタイルの実現に対する障害（壁）が存在する。

• その壁を超える方法を探すことが、ライフスタイル実現のための施策・政策につながる。

ライフスタイルデザインライフスタイルデザイン

バックキャスティング手法バックキャスティング手法

現在の状況と社会・環境の変化から将来を予測する
積み上げ型の予測（フォアキャスト）ではなく、望まし
い・実現したい未来の社会や人々の姿を始めに設定
し、その姿に至る道筋を描く手法。

（出所） 東北大学大学院環境科学研究科 古川柳蔵 資料より
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３ 未来の暮らし創造塾の概要

• 全5回の勉強会でライフスタイルのデザイン手法を取得する

– 演習形式の勉強会は全5回。

– 参加者には事前に課題を与える。座長（古川准教授）が各自の課題に

対し講評をし、ライフスタイルデザインに対する考え方、手法を学ぶ。

– 第5回までに、参加メンバー全体で100個のライフスタイルがデザインさ

れることを目指す。

– 2月に創造塾の成果である、ライフスタイルの発表会を行う。

日時 タイトル 内容・目標

講演会 6月9日（火） 「秋田らしい心豊かな暮らしの実現に向けて」 ライフスタイルデザインの紹介 創造塾参加者の募集

第1回 7月28日（火） ライフスタイルのデザイン方法 ライフスタイルデザインの基本的な考え方を習得

第2回 8月24日（月） 社会状況の設定とバックキャスティング バックキャスティング手法によるライフスタイルデザインを理解する

第3回 10月7日（水） ライフスタイルデザイン これまで学んだことを基に数多く（5個）のライフスタイルをデザインする

第4回 11月12日（木） ライフスタイルデザイン ライフスタイルデザインのレベルアップを図る

第5回 1月13日（水） ライフスタイルデザイン提案型事業・政策検討 100個のライフスタイルを実現するプロジェクト、政策を検討する

発表会 2月10日（水） ライフスタイルデザイン発表会
職員が描いたライフスタイルとその実現方法を広く提案することで、ラ
イフスタイル変革の取組みに市民、企業を巻き込む

項目 内容

座長 古川柳蔵 東北大学大学院 准教授

構成員 秋田市職員 11名

事務局 秋田市環境部

協力企業 株式会社日本総合研究所
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４ ライフスタイルデザインの例

• ライフスタイルデザインは、実現したい生活を具体的な生活シーンで表現する。

（出所） 東北大学大学院環境科学研究科と電通グランドデザイン・ラボラトリーとの共同研究より
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５ 他地域における事例 （豊岡ライフスタイルデザインプロジェクト 兵庫県豊岡市）

• 豊岡市では、平成25年（2013年）から東北大学（石田教授、古川准教授）とライフスタイルの共同研究を
実施。

• 市職員（7名）と企業（6名）でワーキングを組成し、71個のライフスタイルを創出。その中から、3つのライ
フスタイル事例に着目し、ライフスタイル実現のための事業を考案。

★豊岡の食材でつどう暮らし
２０３０年、地元の家庭菜園や農家から余剰農産物等を回収し、各地域の出張夜市で販売し、仕事帰りのお客さんで賑わいます。生産者はロスを収入に換え、消費者はＷＥＢサイ

トから商品の生産・出荷情報を入手でき、予約購入や生産者との情報交換も可能となります。農産物の回収・配送・販売には、電気自動車や水素自動車が使用され、保存にはネイ
チャーテクノロジーを応用した「野菜いけす」などを利用します。一方、地域の高齢者は、自分が育てた食材を持ち寄り、共に料理や食事をする「とよおかキッチン」に集います。地域の
公民館で定期的に行い、会員による会費によって運営されます。料理教室やコンテストも開催されます。発展すれば、地域の子どもを預かり、面倒を見る役割も担います。地域コミュ
ニティへの参加意識と達成感を感じるようになります。

★「生命の循環を感じる暮らし」
２０３０年、山に入ることが多くなり、みんなで景色を楽しんだり、山や川の草からバイオ燃料をつくり、その近所でそのエネルギーを使います。お金に変えるようなことはなく、地域で共
有して使用する仲間意識が強まります。
山に入ることが増えて、森林の手入れができていないことに気が付き、自治体と協力して獣害対策等を練っています。森林の手入れは、住民の美意識を表現する場になっていま
す。
山の樹の皮を木質バイオマスとして、利用するようになり、昔とは異なる循環システムが出来始めました。
その結果、作業を繰り返すうちに、道具に愛着を持ち、作業道具を始め、身の回りのものを長く使うようになり、近所の資源循環の一部になることに充実感を得ます。自分が外れる
と迷惑をかけてしまいます。大作業は手間返しのように、手間のやりとりを行い、大事な仕事には汗をかいて、その打ち上げは大騒ぎします。日常生活に「循環」を感じるようになります。

★「とよおかマイストーリーバッグ」
２０３０年、豊岡市で生まれた子どもは、出産祝いに豊岡市から「豊岡のかばん」のマザーズバックを作ってもらえるチケットをプレゼントされます。そのチケットを使って発注すると、子
どもの名前を入れて、色やデザインを選ぶことができます。「豊岡のかばん」のマザーズバックは、子供の成長と共にリメイクされ、通園・通学用の補助バックから、名前の刺繍を入れた
名刺入れ・印鑑入れなどに変化します。子どもは、鞄だけではなく自分の持ち物すべてに愛着を持ち、物を大事にするようになります。大人たちもそれを見て、自分たちの使い捨て習
慣を改める風潮が出てきました。
一方鞄産業界では、マザーズバックを皮切りに、ネイチャーテクノロジーを活用した製品開発がすすめられ耐久性があり、軽量で抗菌・汚れが防止できるような素材の鞄が流通しま

す。鞄が高級ながらも大事に使われるようになるため、鞄の修理屋さん、クリーニング屋さん、リメイクする職人が増え、かばん職人の職業価値があがります。後継者も増えて、鞄産業
が盛り上がります。

（出所） 豊岡市ウェブサイト http://www.city.toyooka.lg.jp/www/contents/1391134056204/index.html
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６ 他地域における事例 （豊岡ライフスタイルデザインプロジェクトの成果）

（出所） 豊岡市ウェブサイト http://www.city.toyooka.lg.jp/www/contents/1391134056204/index.html
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７ 「未来の暮らし創造塾」今後の進め方

市民・企業を巻き込み
ライフスタイルデザイン
を絞り込み、プロジェク
トのアイデアを出す。

2015（H27）年度

未来の暮らし創造塾
未来の暮らし創造塾

（拡大版）

2016（H28）年度

プロジェクトの実施
（実証レベル）

2017（H29）年度

事業の継続
（民間事業として定着）

2018（H30）年度

庁内のプロジェクト
チームによる

ライフスタイルデザイン

当初は行政の支援を
得ながらプロジェクトを

実施

市民活動・ビジネス
として継続

プロジェクト

プロジェクト

発表会

庁内
市民
企業
へPR

プロジェクト

アイデア 実施

事業

ビジネス

市民活動

• 来年度は対象を市民、民間企業に広げ、ライフスタイルを実現するプロジェクトのアイデアを創出。

• ２年後には、プロジェクトを試行的に実施。

• 2018年（平成30年）からは、民間事業として継続的な実施を図る。


